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目的・趣旨  

申請者らは、マウスバベシアのひとつである B.rodhaini を C57BL マウス
に感染させることで、１－2 週間のうちに抗赤血球抗体を誘導できることを見
出している [Chiou et al.,2012. Exp. Parasitol.]。本研究ではこのマウスモデ
ルを用い、バベシア感染に伴う貧血のうち、誘導された自己抗体を介しておこ
る赤血球破壊がどの程度関与しているか明らかにすることをめざす。また、同
様の現象が犬のバベシア（B. gibsoni）感染においても起こりうるのかどうか
推測する。犬を用いた動物実験は短期間では難しいため、１年間の研究期間に
おいては、すでに確保している感染犬血清の分析を中心に行う。  

研究経過の  
概要  

１．  
感染動物における自己抗体濃度と同程度の濃度を維持するよう、レシピエント

マウスに継続的に精製自己抗体を移入することをめざし、自己抗体を産生する

ハイブリドーマの作成や感染血清中からのポリクリローナル抗体の精製を試

みた。  
２．  
上記の方法では安定して十分量の自己抗体を得られなかったため、まずは全血

清をレシピエントに移入して赤血球数が減少することを確かめた。ここから

IgG を除去した血清の移入を現在継続して実施中である。  
３．  
血管外溶血が主たる症状となる犬のバベシア症について検証するため、

B.gibsoni 感染犬の血清に含まれる自己抗体を分析した。  
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研究成果の

概要  

１．  
B. rodhaini 感染マウスの脾臓から、赤血球表面の糖タンパクを認識

する抗体を産生するハイブリドーマが作成できることを確認した。非

感染マウスからはこのようなハイブリドーマは作成できないことか

ら、B. rodhaini の感染によってマウスが自己抗体を産生することが

示された。赤血球膜抗原に反応する IgM を産生するハイブリドーマ

も得られることから、感染後に赤血球膜抗原に対する Priming が起

こっていることが推測される。  
 
２．  
得られたハイブリドーマはいずれも長期間安定して培養することが

できなかった。また血清中のポリクローなる抗体もアフィニティーが

非常に低く、通常の抗体精製手法ではその過程で反応が失われてしま

った。一方で感染血清中から自己抗体を除去することはできた。現在、

無処置の感染血清と自己抗体除去済みの感染血清をレシピエントに

移入して、赤血球数減少効果を比較しているところである。  
 
３．  
B. gibsoni 感染犬血清においても感染初期に自己抗体が産生されるこ

とを確認した。認識する抗原も赤血球表面の糖タンパクであり、マウ

スとイヌの挙動は似ているものと思われる。自己抗体濃度とパラサイ

テミアに強い相関はみられず、低パラサイテミアであっても自己抗体

が高濃度になっていることもあった。イヌではパラサイテミアが低い

にもかかわらず重度の貧血を起こす例が知られており、自己抗体の関

与が疑われた。  
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